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GPSとスマートフォンを用いた全国的な言語調査の方法 
米田 卓史 
 
 
【修士論文概要書】 
 
 ネットワーク技術の進展、情報端末の低価格化、高性能化にともない、“いつでも、
どこでも”というユビキタス社会が実現しつつある。本論は、とくに携帯端末の代名詞と
なりつつあるスマートフォンに着目し、クラウドサービス上に構築したシステムに、GPS
機能付きの携帯端末からアクセスできるアンケートシステムの構築の過程を紹介する。構
築されたシステムの応用の可能性に加えて、ネットワーク機能を持つ低価格の超小型パソ
コンである Raspberry Piとの連携を踏まえた調査方法についても併せて論じた。全国的な
学術調査は、少数の人が全国を移動して紙をベースとしたアンケートなどで地道に調査が
行われていた。これは時間と労力及び交通費などの費用が多くかかり、そう頻繁に行える
ことではない。このような調査は紙に記録される必要があるという制限はなく、電子化し
ても問題は無く、紙媒体よりも調査結果を整理調査しやすい。現在はパソコン並の性能を
持つスマートフォンを多くの人が持ち歩いており、日本全国どこからでも通信が可能であ
る。 
 一方予めコンピューターで調査の形式や必要事項のテンプレートを作り、スマートフ
ォンからアクセスできるようにしておく。そうすると、スマートフォンとネット環境があ
れば誰にでも調査に協力可能になる。このようなシステムの構築により、限定された調査
員だけが調査を行うのではなく、他大学や小中学校の授業の一環として調査に協力しても
らう等の応用が可能になる。 
本研究では全国的な言語調査をスマートフォンで行う為のシステムを構築する。全国的
な言語調査に必要な情報は「位置情報」と「言語情報」である。位置情報はスマートフォ
ンの GPS機能と GoogleMapを使い、言語情報は開発した独自のWebアプリケーションを
通してサーバーのデータベースに記録する。そして文字情報を記録する以外にも、撮影機
能を使えば写真などをすぐに撮影して投稿する事もできる。言語調査以外にも汎用性の高
いアンケート作成システムの構築を試みた。 
 開発の動機として、筆者は卒業論文で方言地図を大学の環境でコンピューターを利用
して描画する卒業論文を書いた。この時に用いた方言のデータは現地調査を行い、集計し
たものであった。この現地調査は 2日で 14人が別々に合計 21か所のデータを取り、集計
するというものであった。調査にかかる時間と人員が多く感じたのもあったが、調査地点
が 21か所しかないにもかかわらず、集計にかなり時間がかかってしまった。この集計の
時間を短縮する事ができないかと考えた結果、現在普及しているスマートフォンの GPS
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機能を有効に活用し、地点情報とアンケート結果を自動でデータベース化するシステムの
構築を検討する事にした。 
 Google Mapおよび Google Earthを使った開発を行った事もあり、APIの仕組みを理解
しているので、今回は ArcGISなどの GISソフトをベースにするのではなく、表示は
Google Mapをベースに、データ保存はMySQLに、という環境に依存しない手法を用い
たシステムの構築を実現する。APIとは、アプリケーションプログラミングインターフェ
ースの略で、ソフトウェア同士が互いにやり取りをするために必要なインターフェースの
仕様である。つまり、あるソフトウェアの外部ソフトウェアに対して提供されている仕様
の事で、このインターフェースを使って別のプログラムから別のソフトウェアを操作する
事が可能になる。 
  
 
（図１）全体の構成 
 
 （図１）が今回作成するWebアプリケーションの全体図である。データをMySQLと
いうデータベースに保存し、それを PHPという言語でやりとりする。PHPという言語で
取り出したデータを Java Scriptという言語を使って Google Mapを動かし、HTML5とい
う形式にしてブラウザ上に表示する。 
 この研究の独自性としては、Google Mapという今となってはどこでも誰にでも利用
可能な地図システムを利用しているという点である。Google Mapが提供している APIの
仕組みを理解するとともに、活用する。 
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 このアプリケーションは汎用性の高さを意識しており、出力結果を様々なアプリケー
ションで集計、分析する事ができる。 
 今回使用しているMySQLというデータベースは、デーブルを CSVファイル出力す
る事が可能である。CSV(Comma Separated Values)ファイルとは、コンマで区切られたテ
キストファイルで、どの OSや環境でも読み込む事が可能である。ほとんどの GISソフト
やエクセルなどのアプリケーションで読み込むことができるので、さまざまな拡張性があ
る。それにより、 位置情報を含んだままアンケート結果を ArcGISで読み込む事ができ
る。このとき mySQL側で並び替えやフィルターをかければ、たとえば男性のみの結果を
知りたい場合は男性のみの結果を CSV出力し、それをそのまま ArcGISの地図上にマッ
ピングし、密度を計算、表示する事が容易にできる。 
 他にも郵便番号や住所入力でも地図上にマッピングすることが可能である。郵便番号
を入力してもらうと、その郵便番号の中心地点にすべての結果が集積されるのである程度
匿名性を保つことができる。もし郵便番号以上の匿名性が必要なら、市単位、県単位で入
力してもらう事も可能である。その場合、市役所や県庁所在地に位置情報が集積されるの
で、後で集計する時や、GISを使って密度を計算する事も簡単に行える。 
 今回は筆者が過去に行った言語調査の手法をもとに、言語調査に使えるアプリケーシ
ョンを作成した。しかし、この位置情報に好きな情報を付加できるというシステムの仕様
上、アイデア次第でさまざまな調査に使う事ができる。たとえば、道路の損傷箇所のマッ
ピングや、非難ビルのマッピングなど、写真と位置情報それにさまざまな情報を同時に付
け加えて Google Map上で表示、また GISソフトでマッピングする事なども可能である。  
 このシステムはスマートフォンでなくとも GPS機能がついている機材でWebブラウ
ザが動く物ならなら何でも使える。たとえば、35ドルで販売されている名刺サイズの超
小型パソコン「Raspberry Pi(http://www.raspberrypi.org/)」でもこのシステムを利用するこ
とができる。 
 Raspberry Piとは、学校で基本的なコンピューター科学の教育の促進を目的とした超
小型コンピューターである。プロセッサには ARMを採用しており、OSは Linuxのディ
ストリビューションである debianをベースに開発された Raspbianを使っている。推奨開
発言語は Pythonであるが、ARM Linuxで動く言語ならどのような言語でも開発が可能
である。単価が 25ドルまたは 35ドルと発展途上国の人々でも比較的購入しやすい金額と
なっている。筆者が触ってみた感じだと、Webブラウザや文章作成、プログラミングに
は十分な処理速度を有している。Raspberry Piを使ってWiFi環境がある場所ならどこで
も調査を行うことが可能である。 
 今回はWebアプリケーションのシステム部分を作るだけで、撮影機能しか利用でき
なかったが、スマートフォンには録音や録画機能も存在する。この録音、録画機能を使え
ばもっと効率的で有効なデータを収集、調査に利用できる。しかし、これらの機能はスマ
ートフォン側のアプリケーションを作る必要がある。スマートフォン側からWebアプリ
ケーションにデータを送信して収集すれば利用できる。この場合のWebアプリケーショ
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ンの基となる部分も今回作成したWebアプリケーションと同様なので、この研究を応用
すればスマートフォンの機能を使ってデータ収集する事ができる。 
